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環境に順応するための能動的条件行動
オペラント行動一一一ー
有名なパブロフのイヌの実験で代表される条件反射は，動物が生得的・本能的にもっている
固有の反応(たとえば流挺)に人為的な条件ずけ(たとえば，ベJレ・メトロノームなど)を行
なって得られるもので，いうなれば受働的な条件行動である。これはパブロフ型行動，応答行
動 respondantbehaviorともいわれている。
これにたいしてスキナー，ディウス，シドマンらによって研究されてきた条件反射は，動物
がなんらかの操作(たとえばレバー押し)をしないと，目的のもの(たとえば“えさ"にあり
つく，電気ショックから逃げる)が得られないような条件ずけにもとずく行動で，いうなれば
能動的な一一智慧を働かせた一一一条件行動である。 このような条件ずけをスキナ一法 skin-
nerian technicといい，それによって得られた行動を操作行動 operantbehavior呼んでい
る。
オペラント行動をおこすもとになるものは快または不快の刺激である。前者はたとえば空腹
ないしのどのかわいたラットに与えられる“えさ"または水であり，後者は電気ショックや空
気の吹きつけなどである。動物がある操作をしたときに快の刺激が与えられることを正の強化 
positive reinforcement といい， 不快の刺激を避けることができるようにすることを負の強
化 negative reinforcement という。強化物の種類や操作の型をさまざまにくみ合わせるこ
とにより，オペラント行動は無限の現われ方をすることになる。
たとえばラットがレバーを一定回数(たとえば 30回)押すと， その 30回目ごとに小さな
“えさ"が l個与えられるようにしておくと，ラットは“えさ"が欲しければ欲しいほど速
く，何回もつづけてレバーを押す。これは成績によって給与の異るセーJレスマンの行動に似て
いる。一方一定の時間(たとえば 5分)ごとに“えさ"がレバー押しに従って得られるように
しておくと，ラットはその時聞が近ずくにつれてはげしくレバーを押すようになる。これは給
料日のきまっているサラリーマンの行動に似ている。また不定の回数ごとに“えさ"が出るよ
うにしてある場合は，丁度ノfチンコをやっているようなものである。負の強化を行なう場合
は，動物はさらに真剣になづているのがわかる。
これらの行動が遂行されるためには本能に関与する中枢はもちろん，感情に関与する中枢，
記憶およびその出し入れに関与する中枢などがかかわりを持つことが必要である。すなわち情
動脳といわれる大脳辺縁系，視床前核，視床下部ことに自律神経中枢，さらには高度の統合を
必要とする大脳皮質の各部，とくに側頭葉，前頭葉前下面などの機能が，この種の条件行動に
密接にむすびついている。
このような見方をすると， ヒトの日常の行動は本能行動(パブロフ型)よりも， 習得行動
(オペラント型)のほうがはるかに多いことがよくわかる。 “しつけ"などということもオペ
ラント条件ずけの応用であり，社会はそのつみ重ねによって保たれていると考えられないで、も
ない。動物におけるオペラント行動の研究は，これをヒトの行動の研究へ役立たせることがで
きると同時に，諸種薬物の作用の動物における成績を， ヒトへの効果に移しかえることを可能
にするひとつの手段といえよう。
これは第 106回脳研例会での群大田所助教授の談話を主としたものであるが，参考文献とし
て，津田恭介・野上寿篇:薬効の評価，地人書館，東京， 1971，時実利彦・大熊輝雄篇，中枢
神経実験法，生理篇，医学書院，東京， 1967，などがある。 (Y.H.) 
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